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が
始
ま
る

訓
練
終
了
後
、
地
下
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
黒
ダ
イ

ヤ
、
石
炭
の
採
掘
作
業
が
始
ま
る

以
降
、
四
年
七
月
、
一
度
も
幕
舎
の
移
動
な
し

昭
和
二
十
五
年
二
月
十
日

復
員
の
た
め
ナ
ホ
ト
カ
港
に
集
結

〃

二
十
五
日

高
砂
丸
に
て
舞
鶴
港
に
上
陸

〃

二
十
八
日

恵
那
市
大
井
町
に
帰
宅

職

歴

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
一
日

恵
那
市
大
井
町
佐
渡

中
央
板
紙
株
式
会
社
に
就
職

昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日

定
年
退
職

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

恵
那
高
原
開
発
株
式
会
社
に
就
職

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
日

定
年
退
職

抑
留
中
、
軍
歴
の
発
覚
す
る
こ
と
も
な
く
、
移
動
も
な

く
、
病
気
に
も
な
ら
ず
、
無
事
帰
国
で
き
た
こ
と
を
感
謝

し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
労
苦
が
何
も
生
か
さ
れ

て
い
な
い
現
状
を
腹
立
た
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
国
家
に
対
す
る
忠
誠
心
を
少
し
で
も
取
り
戻

し
て
ほ
し
い
と
、
今
は
そ
れ
だ
け
を
願
っ
て
い
る
。

抑

留

記
岐
阜
県

松

岡

道

正

生
年
月
日

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
十
日

本

籍

岐
阜
県
恵
那
市
長
島
町
永
田

軍

歴

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
十
日
、
現
役
兵
で
渡

満
の
た
め
広
島
に
集
結
し
編
成
さ
れ
、
電
信
一
八
連
隊
に

入
隊
す
る
。
二
、
三
日
で
博
多
港
よ
り
釜
山
港
へ
夜
間
渡

る
。
貨
物
船
の
大
き
い
も
の
で
各
兵
科
渡
満
す
る
。
現
役

兵
全
部
、
兵
器
、
馬
等
積
め
る
だ
け
乗
船
す
る
。
ま
た
朝

鮮
半
島
は
素
通
り
で
満
州
国
の
北
満
、
龍
江
省
上
爾
池
哈

に
あ
る
電
信
一
八
連
隊
勇
隊
二
班
に
通
信
兵
と
し
て
入
隊
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す
る
。
そ
の
後
六
カ
月
教
育
後
、
下
士
候
補
者
と
し
て
奉

天
（
瀋
陽
）
市
に
あ
る
五
四
九
部
隊
に
教
育
の
た
め
転
属

す
る
。
昭
和
二
十
年
六
月
ご
ろ
原
隊
復
帰
後
、
満
州
里
の

通
信
分
隊
の
警
備
に
当
た
る
。
国
境
警
備
隊
に
入
る
。
八

月
十
五
日
に
終
戦
に
な
り
チ
チ
ハ
ル
の
鉄
道
部
隊
内
で
武

装
解
除
。

抑

留

歴

昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
に
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留
待
機
の
た

め
、
牡
丹
江
貨
物
兵
舎
に
集
結
す
る
。
約
一
万
人
。

昭
和
二
十
年
十
月
半
ば
、
上
下
二
段
の
有
蓋
貨
車
で
一

両
約
六
十
人
ほ
ど
積
み
込
ま
れ
、
ひ
た
す
ら
北
を
目
指
し

て
、
夜
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
。
約
三
十
車
両
連
結
で
、

昼
間
は
駅
の
待
機
線
に
入
り
休
憩
（
赤
軍
監
視
の
上
、
外

は
雪
景
色
）。

着
い
た
所
は
テ
ル
マ
○
○
で
、
流
刑
地
の
丸
太
組
み
合

わ
せ
の
建
物
で
、
電
気
も
な
く
、
囚
人
の
入
る
と
こ
ろ
に

入
れ
ら
れ
た
。
約
一
年
ほ
ど
は
伐
採
搬
出
の
作
業
。
朝
八

時
〜
五
時
ま
で
、
ノ
ル
マ
ー
で
働
か
さ
れ
る
。

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
増
設
に
て
バ
ラ
ス
お
ろ
し
約
三
カ
月
、

こ
れ
は
大
変
き
つ
い
作
業
で
あ
っ
た
。

収
容
所
三
カ
所
ほ
ど
移
転
す
る
。
洗
脳
教
育
は
、
共
産

主
義
が
正
し
い
、
早
く
赤
に
な
れ
ば
早
く
ダ
モ
イ
さ
れ
る

よ
う
に
ア
ク
チ
ー
ブ
（
リ
ー
ダ
ー
）
が
話
を
す
る
等
、
毎

日
の
よ
う
に
洗
脳
教
育
が
行
わ
れ
た
。

食
事
も
米
食
か
ら
黒
パ
ン
、
ス
ー
プ
に
変
わ
っ
た
け
れ

ど
、
食
べ
過
ぎ
、
生
水
に
気
を
つ
け
ダ
モ
イ
の
来
る
日
を

待
ち
続
け
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
、
帰
還
船
「
高
砂
丸
」

で
舞
鶴
港
へ
、
上
陸
。
厳
し
い
消
毒
検
査
の
上
入
国
。
岐

阜
県
援
護
局
出
迎
え
あ
り
。

職

歴

昭
和
十
三
年
四
月

名
古
屋
市
熱
田
区
の
大
同
製
鋼
株
式
会
社
に
入
社

昭
和
十
八
年
十
二
月

同
社
を
入
営
の
た
め
退
社

昭
和
二
十
四
年
十
月

恵
那
市
大
井
町
佐
渡

中
央
板
紙
株
式
会
社
入
社

昭
和
五
十
五
年
七
月

同
社
定
年
退
職

昭
和
五
十
七
年
四
月

恵
那
市
大
井
町
恵
那
峡
山
菜
園
就
職
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昭
和
六
十
三
年
十
二
月

同
園
退
職

抑

留

記
岐
阜
県

木

村

誠

二

生
年
月
日

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
四
月
二
十
八
日

本

籍

岐
阜
県
恵
那
市
長
島
町
永
田

軍

歴

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
十
日

電
信
一
八
連

隊
入
営〃

一
月
十
五
日

八
幡
港
出
帆

〃

一
月
十
九
日

龍
江
省
上
爾
池
哈
着

〃

〃

電
信
一
八
連
隊
（
満
州
七

五
八
八
部
隊
）

昭
和
二
十
四
年
七
月
四
日

除
隊

抑

留

歴

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
三
日

哈
爾
浜
に
お
い
て
武
装

解
除

〃

八
月
二
十
八
日

海
林
作
業
大
隊
に
編
入

〃

十
月
十
日

海
林
出
発

〃

十
月
十
八
日

ソ
連
シ
ベ
リ
ア

昭
和
二
十
四
年
六
月
三
十
日

ナ
ホ
ト
カ
港
出
帆

〃

七
月
三
日

舞
鶴
港
上
陸

〃

七
月
四
日

復
員

抑
留
中
は
衛
生
兵
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
て
病
院
勤

務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
医
薬
品
は
満
州
よ
り
持
っ
て
行
っ
た

の
で
何
と
か
必
要
最
少
限
度
あ
っ
た
。
日
本
の
軍
医
が
同

所
に
お
ら
れ
た
た
め
、
治
療
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

ノ
ル
マ
は
厳
し
く
、
決
し
て
脱
落
者
を
出
す
な
と
い
う

命
令
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
作
業
は
大
変
で
犠
牲
者
は
出
た
。
そ
の
と
き

は
裸
で
外
に
放
り
出
し
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
行
わ
れ
た
。

職

歴

昭
和
二
十
四
年
十
月
一
日

長
島
町
役
場
職
員
に
採
用

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日

岐
阜
県
職
員
に
採

用
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